	発達障害・特性シート　

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 8(しめい),氏名)：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男・女　　　　生年月日：　　　　　年　　　　　月　　　　日
	作成期間：　年　月　日　～　年　月　日

	主たる障害名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手帳所持状況：
（医師の診断名）
	記入者：　
所属：

	特　性
	本人の行動や特性
	指導・支援の概要

	コミュニケーション・社会性の特性
	受容コミュニケーションの特性
・沢山の情報を一度に伝えると混乱する。

・重要ではない部分に注目してしまう。

・言葉の裏の意味が読み取れない。
	
	

	
	表出コミュニケーションの特性
・自分の気持ちを伝えることが難しい。

・状況や場面が変わると伝えることが出来ない。

・独特な言葉やイントネーション。

・話を整理して伝えることが難しい。
	
	

	
	社会性・対人関係の特性
・周囲からどのように見られるか気づかない。

・一方的に自分の思いを伝える。

・自分が知っていることや感じていることは、周囲

の人も同じだと思っている。

・「こうあるべき」という理想像に固執している。
	
	

	全体よりも細部に注目する特性
	転導性・衝動性・注意・注目の特性
・様々な刺激に影響を受けて、次から次に動かされ

る。

・落ち着きがない行動。

・注目しなくてはいけない部分に注目できない。

・注目しなくていい部分が気になる。
	
	

	
	時間整理統合の特性
・活動の見通しが持てない。遂行することも困難。

・活動の変更への対応が難しい。

・約束の時間に間に合わない。逆にきっちり守る。


	
	

	
	空間整理統合の特性
・場所を多目的に使うと混乱する。

・整理整頓が苦手。

・多すぎる材料を操作できない。

・場面や事柄を整理できず、期待されている行動が

できない。
	
	

	
	変化の対応の特性
・ルーティンには強いけど、いつもとパターンが違うことに抵抗、不安がある。
	
	

	
	関係の理解の困難さ
・関連づけしすぎ、関連づけが難しい。

・自己流の解釈をする。

・言葉の裏の意味が読み取れない。
	
	

	
	般化の特性
・習得したスキルを他の場面や人が変わると使うことが出来ない。
	
	

	記憶の特性
	記憶の維持の特性
・さっき聞いたこと、見たものを記憶することができない。
	
	

	
	長期記憶の特性
・長期に脳に維持される記憶、経験した記憶が消せない特性など
	
	

	感覚の特異性
・蛍光灯の光、光の揺らめきが気になる（視覚刺激）

・周囲の音が気になる（聴覚刺激）

・食べられないものがある（味覚刺激）

・物の匂い、衣服の匂いが気になる（臭覚刺激）

・着られない服がある（触覚刺激）
・少し触っただけで痛みを感じたり、または、叩かれても感じなかったりする。（痛覚刺激）
	
	

	微細運動・粗大運動
・道具の使い方が不器用。

・文字を書くときの力の強弱の仕方が上手くいかない。

・体全体の動かし方がぎこちない。

	
	

	その他の特性
感情のコントロール、等
	
	

	理解に関する特性
（どんな情報が得意か）
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	発達障害・特性シート　

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps7 \o\ad(\s\up 6(しめい),氏名)：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男・女　　　　生年月日：　　　　　年　　　　　月　　　　日
	作成期間：　年　月　日　～　年　月　日

	主たる障害名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手帳所持状況：
（医師の診断名）
	記入者：　
所属：

	特　性
	本人の行動や特性
	指導・支援の概要

	コミュニケーション・社会性の特性
	受容コミュニケーションの特性
・沢山の情報を一度に伝えると混乱する。
・重要ではない部分に注目してしまう。

・言葉の裏の意味が読み取れない。
	・情報が多すぎると混乱する。
・曖昧な表現をすると理解できない。「ちょっと待って･･･」「後でね･･･」
・抽象的なことやことばの意味を理解することが苦手。
	・一度に沢山のことを言わないで、一つ一つ伝える。
・具体的に明確に伝える。「○時〇分まで待ってね。」
・本人が理解できるものを使って伝える。

	
	表出コミュニケーションの特性
・自分の気持ちを伝えることが難しい。
・状況や場面が変わると伝えることが出来ない。

・独特な言葉やイントネーション。

・話を整理して伝えることが難しい。
	・独特な言葉づかいをする。

・考えをまとめたり、順序立てて伝えることが苦手。

・難しいことばを使って話をする。
	・書きながら会話するなど、視覚的な物を活用しながら会話を進める。
・場面ごとにどのように伝えたらいいのか教える。

・本人が伝えたい内容と表出した内容が一致しているかを考える。

	
	社会性・対人関係の特性
・周囲からどのように見られるか気づかない。
・一方的に自分の思いを伝える。
・自分が知っていることや感じていることは、周囲
の人も同じだと思っている。

・「こうあるべき」という理想像に固執している。
	・自分の言動で相手がどのように感じているか分からない。
・自分の思っていることは、相手も同じように感じていると思っている。
・思っていることをすぐに口に出してしまう。
	・相手の気持ちを視覚的に伝える。（コミック会話等）
・一人一人違った思いがあることを、視覚的に伝える。

	全体よりも細部に注目する特性
	転導性・衝動性・注意・注目の特性
・様々な刺激に影響を受けて、次から次に動かされ
る。
・落ち着きがない行動。

・注目しなくてはいけない部分に注目できない。

・注目しなくていい部分が気になる。
	・注目したいところに注目することが難しい。（テレビのスイッチランプが気になって、テレビが観られない。）
・刺激が多いと活動に集中できない。

・視覚情報をとらえることが得意。


	・注目しないでいいところを何かで隠しておく。
・視覚情報を使う。


	
	時間整理統合の特性
・活動の見通しが持てない。遂行することも困難。
・活動の変更への対応が難しい。

・約束の時間に間に合わない。逆にきっちり守る。


	・何か活動をする時に、何から始めてどのようにしたらいいのか分からない。
・予定を急に変更したら混乱する。
	・手順や優先順位を決めて、順番を書いておく。
・予め、想定される変更場面を知らせておく。変更する場合は、理由をきちんと伝える。

	
	空間整理統合の特性
・場所を多目的に使うと混乱する。
・整理整頓が苦手。

・多すぎる材料を操作できない。

・場面や事柄を整理できず、期待されている行動が

できない。
	・物の片付けが苦手で、部屋が散乱している。
・場所を色々な目的で使うと集中できない。
	・物によって片付け場所を決め、明記しておく。
・活動の目的ごとにエリアを設け、境界線をはっきりさせる。

	
	変化の対応の特性
・ルーティンには強いけど、いつもとパターンが違うことに抵抗、不安がある。
	・場所や人が変わると混乱する。
・いつもと同じやり方を好む。
	・視覚的に活動や担当者を予告する。
・ルーティンを活用する。

	
	関係の理解の困難さ
・関連づけしすぎ、関連づけが難しい。

・自己流の解釈をする。

・言葉の裏の意味が読み取れない。
	・褒められても意味が分からないことがある。

	・予め、良い場面（○○になった良い）を具体的に伝えておく
・一つ一つの意味を本人に分かる方法で、具体的に伝える。

	
	般化の特性
・習得したスキルを他の場面や人が変わると使うことが出来ない。
	・事業所でできていることが家でできないことがある。
	・いつも同じやり方で伝える。スケジュール、手順書等、視覚的な支援を行う。
・場面ごとに丁寧に教える。

	記憶の特性
	記憶の維持の特性
・さっき聞いたこと、見たものを記憶することができない。
	・指示されたことを忘れることが多い。
	・メモを活用する。

	
	長期記憶の特性
・長期に脳に維持される記憶、経験した記憶が消せない特性など
	・過去の嫌な体験を忘れられず、今でも思い出したら苦しくなる。
	・できるだけ成功体験で伝える。

	感覚の特異性
・蛍光灯の光、光の揺らめきが気になる（視覚刺激）
・周囲の音が気になる（聴覚刺激）
・食べられないものがある（味覚刺激）
・物の匂い、衣服の匂いが気になる（臭覚刺激）
・着られない服がある（触覚刺激）
・少し触っただけで痛みを感じたり、または、叩かれても感じなかったりする。（痛覚刺激）
	・集団の中でザワザワした所が苦手。
・湿度や気温などに影響される。
	・活動の参加のさせ方を検討する。
・イヤマフの使用を検討する。
・季節によって、本人が過ごしやすい場所の確保。

	微細運動・粗大運動
・道具の使い方が不器用。

・文字を書くときの力の強弱の仕方が上手くいかない。

・体全体の動かし方がぎこちない。

	・手先を使う活動が苦手。
	・特性の受容。生活や活動のマッチングを考える。
・自助具を使う。

	その他の特性
感情のコントロール、等
	・ハイテンションになりやすい。
・自分の思いと違うことを言われると物を投げる等、暴力的になる。
	・ハイテンションになった時でだけではなく、普段から落ち着ける環境を設定する。
・適切な発信の仕方を検討する。

	理解に関する特性
（どんな情報が得意か）
	・視覚優位
・数字に強い。

・同時処理が得意。
	・視覚支援を行う。
・生活の中で数字を使う。（1番○○、2番△△･･･）

・目標を先に伝える。



〇発達障害・特性シートの必要性について


・本人の支援をするためには、特性を根拠に手立てを考えていくことが必要です。情報処理、行動、考え方、学習様式などに、自閉症の特性がどのような影響を与えているのか、生活場面での行動やこれまでのエピソードから書き出してみましょう。例えば、「落ち着きがない」という行動があった時、色々なものに影響を受けて、次々と注目が移ってしまう場合（転動性）、または、相手からのメッセージや情報を理解することに難しさがあり、何をどうしていいかわからない場合（受容コミュニケーション）などが考えられます。一つ一つの特性によって、指導・支援の方向性は変わります。特性はコマで言うと軸の部分になります。コマは軸がないと回りません。同じように発達障害の人への支援を適切に行うには、特性を捉えることは欠かせません。


〇記入について


・まずは、定型発達の人との違いを書いてみましょう。「できない」のではなく、定型発達の人との「ちがいがある」という視点で、普段の行動やエピソードを色々と思い出してみてください。


・すべての項目が埋まらなくてもいいです。記入出来そうな項目から書いてみましょう。


・本人の言動が複数の項目にあてはまることもあります。そういった時には、それぞれの特性の欄に記入するか、一番イメージしやすい関連のある特性の欄にだけ記入してみましょう。


・本人の言動を色々な面から捉えることも必要なことです。


・一つ一つの項目については、広島県発行の発達障害支援ハンドブックを参考にしてください。


※　実際に用紙に書き込んでいくことで、本人の得意な面や、どんなところにつまずいているのかが見えてくるはずです。





　





記入例





〇発達障害・特性シートの必要性について


・本人の支援をするためには、特性を根拠に手立てを考えていくことが必要です。情報処理、行動、考え方、学習様式などに、自閉症の特性がどのような影響を与えているのか、生活場面での行動やこれまでのエピソードから書き出してみましょう。例えば、「落ち着きがない」という行動があった時、色々なものに影響を受けて、次々と注目が移ってしまう場合（転動性）、または、相手からのメッセージや情報を理解することに難しさがあり、何をどうしていいかわからない場合（受容コミュニケーション）などが考えられます。一つ一つの特性によって、指導・支援の方向性は変わります。特性はコマで言うと軸の部分になります。コマは軸がないと回りません。同じように発達障害の人への支援を適切に行うには、特性を捉えることは欠かせません。


〇記入について


・まずは、定型発達の人との違いを書いてみましょう。「できない」のではなく、定型発達の人との「ちがいがある」という視点で、普段の行動やエピソードを色々と思い出してみてください。


・すべての項目が埋まらなくてもいいです。記入出来そうな項目から書いてみましょう。


・本人の言動が複数の項目にあてはまることもあります。そういった時には、それぞれの特性の欄に記入するか、一番イメージしやすい関連のある特性の欄にだけ記入してみましょう。


・本人の言動を色々な面から捉えることも必要なことです。


・一つ一つの項目については、広島県発行の発達障害支援ハンドブックを参考にしてください。


※　実際に用紙に書き込んでいくことで、本人の得意な面や、どんなところにつまずいているのかが見えてくるはずです。





　








